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船越園　みかん狩り
12月1日、船越園の園児らが、地元みかん農家のご厚意でみかん狩りを楽しみました。
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今月の主な内容

1
人の動き

人口 15,562人 （-36）

男 7,375人 （-19）

女 8,187人 （-17）

世帯数 6,484世帯 （-19）

12月１日現在　( ）内は前月比

（平成24年）（平成24年）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

(2)

広報

安
全
・
安
心
を
実
現
し
、
希
望
を
も
ち
誇
れ
る
南
伊
勢
町
を
め
ざ
し
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
町
行
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
な
ら
び
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
今
年
が
東
北
に
力
強
い
復
興
の
足
音
が
響
く
年
と
な
ら

ん
こ
と
を
祈
ら
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
大
震
災
を
受
け
て
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
・
南
海
地

震
に
よ
る
津
波
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
て
、
去
る
12
月
に
南
伊
勢
町
総
合
計
画
　
―
南
伊
勢
町
絆
プ
ラ
ン
―
　
の
基
本
計
画

を
策
定
し
、「
町
民
起
点
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

町
民
が
自
ら
取
り
組
む
も
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
判
断
基
準
は
、

『
町
民
に
と
っ
て
ど
う
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
す
べ
て

の
出
発
点
は
町
民
で
す
。

今
後
は
『
安
全
・
安
心
を
実
現
し
、
希
望
を
も
ち
誇
れ
る
南
伊
勢
町
』
を
め
ざ
し
て
南

伊
勢
町
絆
プ
ラ
ン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
の
は
じ
め
に
当
た
り
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
、
今
年
が
南
伊
勢
町
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ

り
ご
祈
念
し
、
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

昨
年
、
観
測
史
上
最
大
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
津
波

に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

東
海
、
東
南
海
、
南
海
連
動
型
地
震
が
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
な
か
、
町
民
の
皆
様
の

安
心
、
安
全
の
た
め
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
力
で
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
行
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
全
体
で
助
け
合
い
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
南
伊
勢
町
に
ぜ
ひ
住

み
た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
言
う
こ
と
が
、
議
会
に
課

せ
ら
れ
た
役
割
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
年
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
み
な
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
も
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

南
伊
勢
町
長
　
小
山
　
巧

町
議
会
議
長
　
上
村
　
久
仁



(3)

平成24年1月

福
祉
の
計
画
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
で
は
福
祉
分
野
の
計
画
に
つ
い
て
、
策
定
委
員
会
で
協
議
し
、
計
画
案
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
場
所
で
閲
覧
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
由
様
式
で
の
提
出
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
「
南
伊
勢
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に
対
す

る
意
見
」
と
題
名
を
つ
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

電
話
な
ど
口
頭
で
の
意
見
は
受
け

付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意

見
に
対
す
る
回
答
も
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
１
６-

０
１
９
４

南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
３
０
５
７
番
地

南
伊
勢
町
役
場

福
祉
課
（
介
護
支
援
係
）

1

０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
３

E-m
ailhukushi@

tow
n.

m
ina
m
iise
.m
ie
.jp

■
計
画
名

●
南
伊
勢
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画

■
閲
覧
お
よ
び
募
集
期
間

１
月
20
日
（
金
）
か
ら

１
月
27
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
閲
覧
場
所

・
福
祉
課
（
南
勢
庁
舎
）

・
総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）

９
時
か
ら
17
時
ま
で

・
各
出
張
所

９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

12
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

■
ご
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
用
紙
で
、
各
窓
口
へ
の
ご

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
指
定
の
用
紙
は
閲
覧
場
所
お
よ
び

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
確
定
申
告
時
の
障
害
者
控

除
・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除

の
対
象
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
認
定
書
等
が
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

直
近
の
介
護
認
定
審
査
会
資
料
に
よ

り
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
控
除
お
よ
び

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

寝
た
き
り
の
高
齢
者
で
、
お
む
つ

の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
、
医
師

か
ら
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を
発

行
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
お

む
つ
代
が
所
得
税
等
に
お
け
る
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
お
む

つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
回
目
以
降
の
方
に
つ
い
て

は
、
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
な

く
て
も
、
お
む
つ
を
使
用
し
た
年
、

ま
た
は
前
年
の
介
護
認
定
審
査
会
資

料
に
よ
り
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

「
主
治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認
願

い
兼
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
南
勢
庁
舎
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
４

総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）

1
０
５
９
６-

７
７-

０
０
０
１

介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
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歳
　
入

歳
入
決
算
額
は
92
億
３，

４

０
１
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
４
・
６
％
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
の
内
訳
に
つ
い

て
は
図
１
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
が
、
歳
入
全
体
を
見
る

と
き
、
自
主
財
源
が
16
億
８，

４
３
８
万
２
千
円
（
18
・
２
％
）

で
、
依
存
財
源
は
75
億
４，

９

６
２
万
８
千
円
（
81
・
８
％
）

平
成
22
年
度
の
普
通
会
計
決
算
額
は
、
総
額
で
歳
入
92
億
３，

４

０
１
万
円
、
歳
出
89
億
５
３
４
万
７
千
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
３
億
２，

８
６
６
万
３
千
円
が
平
成
23
年
度
普
通
会
計
へ
繰
り
越

さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
と
し
て
、
繰
越
明
許

費
繰
越
額
６，

５
７
８
万
１
千
円
、
実
質
収
支
額
は
２
億
６，

２
８

８
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。と

な
り
、
当
町
の
財
源
構
成
は
、

地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
、

地
方
譲
与
税
等
の
依
存
財
源
の

比
率
が
高
く
、
特
に
地
方
交
付

税
は
歳
入
全
体
の
52
・
６
％
を

占
め
、
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
地
方
交

付
税
が
人
口
急
減
や
国
の
経
済

対
策
の
要
因
に
よ
り
３
億
１，

９
６
２
万
８
千
円
の
増
額
、
町

債
に
つ
い
て
も
地
方
交
付
税
の

増
や
過
疎
対
策
に
対
す
る
ソ
フ

普
通
会
計

一
般
会
計
と
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
お
よ
び
福
祉
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、

決
算
統
計
要
領
に
よ
り
調
整
し
た
も
の

一
般
会
計

町
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分

の
会
計

特
別
会
計

町
が
特
別
の
事
業
を
行
う
と
き
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
支
出
に
あ
て
、

一
般
会
計
と
区
分
し
、
条
例
で
設
置
し

て
い
る
会
計

企
業
会
計

そ
の
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

で
支
出
を
ま
か
な
う
独
立
採
算
制
の
会

計分
担
金
及
び
負
担
金

特
定
の
事
業
に
要
す
る
経
費
に
あ
て

る
た
め
、
当
該
利
益
を
受
け
る
者
に
対

し
、
賦
課
徴
収
す
る
も
の

繰
入
金

特
別
会
計
及
び
基
金
か
ら
一
般
会
計

へ
資
金
を
繰
り
入
れ
る
も
の

地
方
譲
与
税

自
動
車
重
量
税
や
地
方
道
路
税
の
国

税
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ
る

も
の

地
方
消
費
税
交
付
金

地
方
消
費
税
の
県
税
収
入
の
う
ち
２

分
の
１
を
県
が
交
付
す
る
も
の

地
方
特
例
交
付
金

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減

収
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
国
が

交
付
す
る
も
の

地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
、
所
得
税
・
法
人
税
・

歳
　
入

平
成
22
年
度 普

通
会
計
決
算
の
概
要

普
通
会
計
決
算
の
概
要 
普
通
会
計
決
算
の
概
要

普
通
会
計
決
算
の
概
要 
普
通
会
計
決
算
の
概
要 
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図1

地方交付税（52.6％） 
48億5,531万6千円 

地方譲与税、利子割交付金 
配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金、自動車取得税交付金 
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 
　　　　　　　　2億9,532万2千円（3.2％） 

国庫支出金（7.9％） 
7億2,739万6千円 

県支出金（5.7％） 
5億2,979万4千円 

町債（12.4％） 
11億4,180万円 

町税（11.5％） 
10億6,837万5千円 

諸収入（1.1％） 
1億147万9千円　 

繰越金（3.4％） 
3億1,301万7千円 

繰入金（0.3％） 
2,540万5千円 

分担金及び負担金、 
使用料及び手数料 
財産収入、寄付金 
1億7,610万6千円（1.9％） 

歳入 
92億3,401万円 依

存
財 
源 81.8％ 

18.2％ 

自主財源 

※（　）％は款別構成比 

※決算統計より 

用
語
説
明 
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ト
事
業
の
た
め
の
起
債
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
要
因
に
よ

り
２
億
２
２
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
な

要
因
に
よ
り
平
成
22
年
度
の
依

存
財
源
の
割
合
が
平
成
21
年
度

と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

歳
出
決
算
額
は
89
億
５
３
４

万
７
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
13
・
７
％
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
目
的
別
歳
出
決
算
内

訳
は
図
２
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
の
主

要
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
務
費
は
、
町
営
自
主
運
行
バ

ス
事
業
、
地
域
振
興
基
金
、
医

療
対
策
特
別
基
金
、
町
債
管
理

基
金
等
の
基
金
造
成
事
業
。
民

生
費
は
住
民
健
診
等
予
防
費
、

障
害
福
祉
、
老
人
福
祉
、
児
童

福
祉
に
要
す
る
経
費
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
。

労
働
費
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
。

衛
生
費
は
町
立
病
院
へ
の
負
担

酒
税
・
消
費
税
・
た
ば
こ
税
の
そ
れ
ぞ

れ
一
定
割
合
の
額
を
ル
ー
ル
に
基
づ
き

国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
も
の

国
県
支
出
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
国
（
県
）
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等

町
債国

や
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
長
期
借

入
金

議
会
費

議
会
運
営
の
た
め
の
経
費

総
務
費

行
政
、
財
産
、
選
挙
、
企
画
、
税
金

の
賦
課
徴
収
、
窓
口
業
務
な
ど
の
経
費

民
生
費

児
童
、
高
齢
者
、
身
障
者
の
福
祉
向

上
な
ど
の
経
費

衛
生
費

保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、
健
康
づ
く

り
な
ど
の
経
費

農
林
水
産
業
費

農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振
興
、
整

備
な
ど
の
経
費

商
工
費

商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業
な
ど
の

経
費

土
木
費

道
路
、
河
川
、
住
宅
の
整
備
な
ど
の

経
費

消
防
費

広
域
消
防
、
消
防
施
設
整
備
な
ど
の

経
費

教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
中
学
校
、
社
会
教

育
な
ど
の
経
費

災
害
復
旧
費

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
を
復
旧

す
る
た
め
の
経
費

公
債
費

長
期
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
た
め

の
経
費

歳
　
出

歳
　
出

金
補
助
金
、
塵
芥
焼
却
費
、
し

尿
処
理
費
。
農
林
水
産
業
費
は

森
林
開
発
造
成
事
業
、
鳥
獣
害

防
止
対
策
総
合
事
業
、
漁
港
建

設
事
業
。
商
工
費
は
観
光
施
設

修
繕
事
業
、
産
業
活
性
化
事
業
、

土
木
費
は
、
町
道
整
備
事
業
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
。

消
防
費
は
防
災
対
策
事
業
、
広

域
消
防
組
合
負
担
金
。
教
育
費

は
、
小
・
中
学
校
費
、
生
涯
学

習
に
要
す
る
経
費
等
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

性
質
別
の
内
訳
（
普
通
会
計
）

は
、
表
１
で
平
成
21
年
度
と
の

比
較
を
い
た
し
ま
し
た
。

図2

総務費（26.9％） 
24億49万3千円 

衛生費（10.2％） 
9億505万円　 

労働費（0.8％） 
6,830万4千円　 

農林水産業費（7.5％） 
6億6,566万7千円　 

商工費（0.8％） 
6,877万6千円　 

土木費（4.6％） 
4億828万7千円　 

消防費（5.4％） 
4億8,409万4千円　 

教育費（7.8％） 
6億9,583万4千円　 

災害復旧費（0.3％） 
2,874万3千円　 

公債費（13.1％） 
11億6,547万円　 

議会費（0.9％） 
8,333万1千円　 

民生費（21.7％） 
19億3,129万8千円　 

歳出 
89億534万7千円 
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11
月
25
日
、
第
７
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
条
例
に
関
す
る
議
案
１
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政

報
告
で
は
不
明
金
問
題
に
関
す
る
調

査
報
告
書
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

●
南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
を
行
う
た
め
。

■

第
７
回
臨
時
会
■

南
伊
勢
町
議
会
開
催

人
件
費

議
員
、
各
種
委
員
、
職
員
な
ど
の
報

酬
や
給
料
な
ど
の
経
費

物
件
費

委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
消

耗
品
費
、
備
品
購
入
費
な
ど

維
持
補
修
費

公
共
用
施
設
等
の
効
用
を
保
全
す
る

た
め
の
経
費

扶
助
費

各
種
の
法
令
に
基
づ
き
、
扶
養
者
に

対
し
て
支
給
す
る
費
用
な
ど

補
助
費
等

決
算
統
計
上
に
お
け
る
分
析
の
一
項

目
。
報
奨
金
、
保
険
料
、
各
種
団
体
へ

の
補
助
や
交
付
金
な
ど

繰
出
金

一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た
は
特
別
会

計
相
互
間
に
お
い
て
支
出
さ
れ
る
経
費

投
資
的
経
費

支
出
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ

る
も
の
で
、
普
通
建
設
事
業
費
や
災
害

復
旧
事
業
費
等
が
あ
る

財
政
力
指
数

指
数
が
１
を
超
え
る
団
体
は
普
通
交

付
税
の
不
交
付
団
体
で
す
。
指
数
が
１

以
下
で
あ
っ
て
も
１
に
近
い
ほ
ど
財
源

に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比

率
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
都
市
に
あ
っ
て
は
75
％
、
町
村
に
あ

っ
て
は
70
％
程
度
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
数
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

弾
力
性
が
失
わ
れ
ま
す
。

起
債
制
限
比
率

こ
の
比
率
が
20
％
以
上
に
な
る
と
、

地
方
債
の
許
可
に
制
限
が
で
て
き
ま
す
。

標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
標
準

規
模
を
示
す
も
の
で
す
。

歳出性質別（普通会計）の内訳 
表1

平成22年度（A） 平成21年度（B） 比較（A－B） 

※決算数字は千円単位で表示しております。 

1,746,481 

1,035,012 

37,648 

548,615 

970,747 

1,165,470 

1,329,146 

11,560 

1,179,348 

881,320 

8,905,347

1,767,652 

992,304 

50,421 

413,800 

1,346,258 

1,170,722 

819,263 

7,920 

1,287,907 

1,002,048 

8,858,295

▲21,171 

42,708 

▲12,773 

134,815 

▲375,511 

▲5,252 

509,883 

3,640 

▲108,559 

▲120,728 

47,052

人 件 費  

物 件 費  

維 持 補 修 費  

扶 助 費  

補 助 費 等  

公 債 費  

積 立 金  

投資及び出資金貸付金 

繰 出 金  

投 資 的 経 費  

歳 出 合 計  

財政的な指数（普通会計）の推移 
表2

平成22年度 平成21年度 平成20年度 

0.237     

87.3     

8.2     

6,266,288千円 

0.250     

92.9     

9.0     

5,997,793千円 

0.258     

94.8     

9.2     

5,765,124千円 

財 政 力 指 数  

経 常 収 支 比 率  

起 債 制 限 比 率  

標 準 財 政 規 模  
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南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

南
伊
勢
町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
伊
勢
町
消
防
団
に
は
、
様
々
な
職
種
の
人
が
入
団

し
、
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
絆
を
大
変
強
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
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業
務
内
容

■
災
害
時
出
動
（
火
災
・
風
水
害
・
地
震

な
ど
の
負
傷
者
救
護
・
連
絡
調
整
等
）

■
各
種
消
防
訓
練
へ
の
参
加
・
補
助

（
防
災
訓
練
・
消
防
団
教
養
訓
練
等
）

■
消
防
団
員
が
参
加
（
主
催
）
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
出
初
式
等
）

■
防
火
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

（
防
火
広
報
・
防
火
宣
伝
等
）

処
遇

■
団
員
は
特
別
職
の
公
務
員
で
す
。

■
活
動
に
必
要
な
制
服
や
活
動
服
が
貸
与

さ
れ
ま
す
。

■
報
酬
と
し
て
年
手
当
・
活
動
に
対
し
て

手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
公
務
災
害
・
表
彰
・
退
職
報

償
金
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

■
当
該
消
防
団
の
区
域
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
方

■
18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
各
分
団
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
定
員

に
達
す
れ
ば
入
団
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
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当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
公
務
災
害
・
表
彰
・
退
職
報

償
金
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

■
当
該
消
防
団
の
区
域
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
方

■
18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
各
分
団
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
定
員

に
達
す
れ
ば
入
団
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

■
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
消
防
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
１

業
務
内
容

■
災
害
時
出
動
（
火
災
・
風
水
害
・
地
震

な
ど
の
負
傷
者
救
護
・
連
絡
調
整
等
）

■
各
種
消
防
訓
練
へ
の
参
加
・
補
助

（
防
災
訓
練
・
消
防
団
教
養
訓
練
等
）

■
消
防
団
員
が
参
加
（
主
催
）
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
出
初
式
等
）

■
防
火
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

（
防
火
広
報
・
防
火
宣
伝
等
）

処
遇

■
団
員
は
特
別
職
の
公
務
員
で
す
。

■
活
動
に
必
要
な
制
服
や
活
動
服
が
貸
与

さ
れ
ま
す
。

■
報
酬
と
し
て
年
手
当
・
活
動
に
対
し
て

手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
公
務
災
害
・
表
彰
・
退
職
報

償
金
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

■
当
該
消
防
団
の
区
域
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
方

■
18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
各
分
団
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
定
員

に
達
す
れ
ば
入
団
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

■
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
消
防
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
１

町
民
の
皆
さ
ま
へ

│
不
明
金
に
つ
い
て
│

平
素
は
当
町
の
行
政
に
ご
理
解
を
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
60
年
頃
か
ら
平
成
元

年
頃
ま
で
旧
南
勢
町
が
県
に
売
却
し
た

町
有
地
等
の
代
金
が
不
明
に
な
っ
て
い

る
問
題
（
不
明
金
問
題
）
に
関
し
て
、

そ
の
使
途
や
支
出
手
続
等
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
般
、
調
査
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
、

約
７
、３
５
０
万
円
が
正
規
の
支
出
手
続

を
経
ず
に
支
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
町
は
、
こ
れ
に
深
く
関
与
し
て

い
た
と
認
め
ら
れ
そ
の
賠
償
責
任
を
負

う
べ
き
で
あ
る
元
町
長
と
元
職
員
に
対

し
、
利
息
分
を
含
め
た
全
額
を
支
払
う

よ
う
請
求
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
不
明
金
問
題
に
よ
っ
て

町
政
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
、

町
民
の
皆
様
に
大
き
な
不
信
感
を
与
え

ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
く
、

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
問
題
を
重
く
受
け
止
め
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま

た
、
失
わ
れ
た
信
頼
を
一
日
も
早
く
回

復
す
る
た
め
、
私
を
は
じ
め
全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
伊
勢
町
長
　
小
山
　
巧
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個人住民税の税制改正に伴い、扶養控除の見直しと同居特別障害者加算の特例措置が改正されました。

この見直しと特例措置は、平成24年度の個人住民税から適用されます。

年少扶養親族に係る扶養控除の廃止

子ども手当の実施に伴い、年少扶養親族（16歳未満の扶養親族）に係る扶養控除（33万円）が廃止されま

す。これにより、扶養控除の対象となる控除対象扶養親族は、年齢16歳以上の扶養親族になります。

特定扶養親族の上乗せ部分の廃止

高校授業料の実質無償化に伴い、特定扶養親族のうち年齢16歳以上19歳未満の人に係る扶養控除の上乗せ

部分（12万円）が廃止され、扶養控除額が33万円となります。

ただし、19歳以上23歳未満の扶養親族については、現行の45万円のままで変更はありません。

（注）障害者控除は、年少扶養親族を有する場合で扶養控除の適用のないときにおいても適用されます。

平成24年度から実施 個人住民税 税 制 改 正 

扶養控除の見直し

平成23年度までの同居特別障害者加算（23万円）は、配偶者控除の額または扶養控除の額（33万円）に

加算していました。しかし、年少扶養親族に対する扶養控除の廃止に伴い、同居特別障害者加算は障害者控

除の額（30万円）に加算する措置に改められました。

これにより、同居特別障害者の場合、個人住民税の障害者控除額は53万円になります。

同居特別障害者加算の特例措置

年少 
扶養親族 
【 廃 止 】 

一般の 
控除対象 
扶養親族 

特定 
扶養親族 

一般の 
控除対象 
扶養親族 

老人 
扶養親族 

同居老親等加算 上乗せ部分 
（12万円） 
【 廃 止 】 

【 廃 止 】 

区　分 

一般の控除対象扶養親族 

○改正後の扶養控除 

■扶養控除改正の概要 

○改正後の障害者控除 

特定扶養親族 

老人扶養親族 
同居老親等以外 

同居老親等 

控除額 

3 3 0 , 0 0 0円  

4 5 0 , 0 0 0円  

3 8 0 , 0 0 0円  

4 5 0 , 0 0 0円  

控除額 

区　分 控除対象配偶者 
または扶養親族 

本 人 

－ 

2 6 0 , 0 0 0円  

3 0 0 , 0 0 0円  

障害者 

特別障害者 

同居特別障害者 5 3 0 , 0 0 0円  

控除対象扶養親族 控除対象 

控除額 

33万円 

45万円 45万円 

33万円 

年 齢 

扶　養　親　族 

0歳～15歳 16歳～18歳 19歳～22歳 23歳  ～  69歳 70歳～ 
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平成24年1月

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所

得
者
に
と
っ
て
個
人
住
民
税
の
申

告
に
代
わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

次
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、

正
し
く
記
入
の
う
え
、
お
早
目
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
…
事

務
処
理
の
都
合
上
、
１
月
18
日

（
水
）
ま
で
に
提
出
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
３
０
５
７

南
伊
勢
町
役
場
税
務
課
住
民
税
係

【
提
出
書
類
】

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
は
、

給
与
支
払
報
告
書
の
総
括
表
（
１

事
業
所
に
つ
き
１
枚
）
と
個
人
別

明
細
書
（
１
人
に
つ
き
２
枚
）
の

２
種
類
で
す
。

【
提
出
・
記
入
で
の
留
意
事
項
】

■
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

①
現
在
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、
12
月
初
旬
に
送
付

し
ま
し
た
南
伊
勢
町
役
場
提
出
用

の
ハ
ガ
キ
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
、

会
社
や
個
人
で
工
場

や
商
店
な
ど
を
経
営

し
て
お
ら
れ
る
方
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
土
地
・

家
屋
以
外
の
事
業
用

資
産
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

◆
申
告
し
て
い
た
だ
く
方

平
成
24
年
度
償
却
資
産
申
告
書

を
提
出
い
た
だ
く
方
は
、
平
成
24

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
（
製

造
業
・
販
売
業
・
建
設
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
等
す
べ
て
の
事
業
）
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
償
却
資
産

を
有
し
て
い
る
方
で
す
。

ま
た
、
「
事
業
の
た
め
に
用
い

て
い
る
」
と
は
、
事
業
と
し
て
他

人
に
貸
し
付
け
て
い
る
資
産
も
含

ま
れ
ま
す
。

◆
申
告
書
提
出
期
限

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

◆
昨
年
ま
で
申
告
さ
れ
て
い
る
方

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
し
た
書

類
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
記

入
の
う
え
、
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
中
に
廃
棄

な
ど
を
し
て
資
産
が
減
少
し
て
い

る
場
合
、
申
告
が
な
さ
れ
な
い
と

す
で
に
存
在
し
な
い
資
産
に
も
課

税
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
申
告
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
に
廃
業
さ
れ
た

場
合
も
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
た
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方

税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

◆
耐
用
年
数
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
よ
り

「
帳
簿
価
格
の
廃
止
」
に
伴
い
、

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
が
変
更

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
償
却

資
産
に
係
る
耐
用
年
数
省
令
も
改

正
さ
れ
、
従
来
の
耐
用
年
数
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

②
新
た
に
特
別
徴
収
を
希
望
す
る

場
合
は
、
右
下
の
「
23
年
度
分
の

特
別
徴
収
義
務
者
指
定
番
号
」
の

欄
に
朱
書
き
で
「
特
別
徴
収
希
望
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
個
人

住
民
税
の
徴
収
方
法
は
、
原
則
的

に
特
別
徴
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
在
、
普
通
徴

収
と
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
特
別
徴
収
へ
の
切

り
替
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

な
お
、
や
む
を
得
ず
普
通
徴
収

に
す
る
場
合
は
、
「
普
通
徴
収
希

望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
別
明
細
書

①
平
成
24
年
度
よ
り
、
扶
養
控
除

の
変
更
に
伴
い
、
扶
養
親
族
の
記

載
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
年
齢

に
よ
り
記
載
箇
所
が
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
」

に
は
、
扶
養
親
族
の
う
ち
16
歳
以

上
（
平
成
８
年
１
月
１
日
以
前
生
）

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
16
歳
未
満
扶
養
親
族
」
に
は
、

扶
養
親
族
の
う
ち
16
歳
未
満
（
平

成
８
年
１
月
２
日
以
後
生
）
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
障
害
者
の
数(

本
人
を
除
く)

」

は
、
従
前
通
り
年
齢
を
問
わ
ず
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
摘
要
欄
に
は
、
次
の
事
項
等
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族

の
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
及
び
続
柄
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
途
就
職
し
た
受
給
者
の
年
末

調
整
を
し
た
際
に
前
職
分
を
合
算

し
た
場
合
は
、
前
職
の
社
名
、
支

給
額
、
社
会
保
険
料
の
金
額
、
源

泉
徴
収
税
額
、
退
職
年
月
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
は
「
年
調
未
済
」
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

・
年
末
調
整
に
お
い
て
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
い
「
住
宅
借
入

金
等
税
額
特
別
控
除
」
が
あ
る
場

合
、
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

可
能
額
」
及
び
「
居
住
開
始
年
月

日
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
配
偶
者
の
合
計
所
得
、
個
人
年

金
保
険
料
の
金
額
、
旧
長
期
損
害

保
険
料
の
金
額
は
、
忘
れ
ず
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
特
別
徴
収
者
と
普
通
徴
収
者
が

混
在
す
る
場
合
に
は
、
仕
切
り
紙

等
に
よ
り
区
分
し
提
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資産の種類 償 却 資 産 の 例 示

構築物 広告設備、屋外駐車場の舗装路面など

機械及び装置 土木、建設、印刷、食品、農業用等の機械装置など

船舶 一般船舶、作業船、漁船、遊漁船、貸ボートなど

車両及び 大型特殊自動車、貨車、客車、フォークリフト（軽自

運搬具 動車税の対象となっているものを除く）など

工具、器具、
パソコン、コピー機、陳列ケース、応接セット、机、

備品
いす、ロッカー、金庫、レジスター、冷暖房器具、医

療機器、測定工具、切削工具、自動販売機、看板など

償却資産の申告を

お忘れなく

事
業
主
の
方
へ 

「
給
与
支
払
報
告
書
」 

　
　
　
　
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す 
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65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
17
年

の
65
歳
以
上
人
口
６，

２

４
４
人
よ
り
、
22
年
は
６，

３
８
７
人
と
、
１
４
３
人

増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
年
代
別
人
口

の
割
合
は
ご
覧
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。〔
表
３
〕

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

高
齢
化
率
は
37
・
４
％

か
ら
43
・
２
％
へ

国
や
県
で
は
、
今
回
発
表
さ
れ
た

デ
ー
タ
の
ほ
か
、
様
々
な
統
計
デ
ー

タ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
政
府
統
計
の
総
合
窓
口

h
ttp
://w

w
w
.e
-sta
t.g
o
.jp
/S
G
1
/e
s

ta
t/e
S
ta
tT
o
p
P
o
rta
l.d
o

●
み
えD

a
ta
B
ox

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.m
ie
.lg
.jp
/D
A

T
A
B
O
X
/

問
い
合
わ
せ
先

行
政
経
営
課
（
統
計
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
３
６
６

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
利
用
く
だ
さ
い

統
計
デ
ー
タ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

22
年
国
勢
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

22
年
国
勢
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
国
勢
調
査
へ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
日
本
に
住
む
全
て

の
人
と
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
国
や
県
、

町
な
ど
の
施
策
の
指
標
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
ほ

か
、
民
間
の
企
業
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
今
回
お
知
ら
せ
す
る
国
勢
調
査
の
人
口
や
世
帯

数
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
し
た
数
字
と
は
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

22
年
の
人
口
は
、
１
４，

７
９
１

人
で
、
17
年
の
人
口
１
６，

６
８
７

人
よ
り
、
１，

８
９
６
人
（
約
11
・

４
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

22
年
の
世
帯
数
は
５，

９
２
６
世
帯

で
、
17
年
の
世
帯
数
６，

２
８
０
世

帯
よ
り
、
３
５
４
世
帯
（
約
5.6
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。〔
表
１
・
２
〕

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

人
口
は
平
成
17
年
よ
り
約
11
・
４
％
減

南伊勢町 

男 

女 

南勢地区 

男 

女 

南島地区 

男 

女 

14,791

6,922

7,869

8,645

4,061

4,584

6,146

2,861

3,285

55.66

53.43

57.63

55.05

53.10

56.78

56.56

53.89

58.82

人口 
（人） 

5,926

3,246

2,680

平均年齢 
（歳） 

世帯数 
（世帯） 

平成22年国勢調査結果 
南伊勢町の主な数字 

年代別人口割合 

0歳から 
9歳まで 
718人 
5％ 

10代 
1,104人 
7％ 20代 

735人 
5％ 
30代 
1,025人 
7％ 

40代 
1,577人 
11％ 

50代 
1925人 
13％ 

60代 
2,778人 
19％ 

70代 
2,976人 
20％ 

80代 
1,647人 
11％ 

90代 
297人 2％ 

100歳以上 
6人 0％ 

不祥 
3人 0％ 

世帯数 
7,000 

6,800 

6,600 

6,400 

6,200 

6,000 

5,800 

5,600 

5,400 

■世帯数 6,894 

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 

6,785 6,796 6,715 6,644 6,598 6,591 6,505 6,280 5,926 

人　口 
35,000 

30,000 

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0 

■人口 31,592 

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 

27,813 26,103 23,883 22,439 20,933 19,673 18,235 16,687 14,791 

〔表１〕

〔表２〕

〔表３〕
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現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
南
伊
勢
町
営
バ
ス
利
用
券

(

65
歳
以
上)

が
平
成
24
年
３
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
町
営
バ
ス
利
用
券
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
下
記
の
予
約
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
環
境
課(

南
勢
庁

舎)

ま
た
は
、
総
合
窓
口(

南
島
庁
舎)
、
も
し
く
は
各
出
張
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

南
伊
勢
町
営
バ
ス
利
用
券
の

予
約
販
売
に
つ
い
て

平成24年度

キリトリ

キ
リ
ト
リ

24 町営バス利用券予約申込書

南伊勢町役場　環境課　　宛

氏　　名 住　　所 生年月日 電話番号 備考

明治・大正・昭和

明治・大正・昭和

明治・大正・昭和

明治・大正・昭和

申込み〆切日：２月10日(金)

ふ り が な

●バス利用券料金

2,000円
（平成24年4月1日から25年3月31

日までの1年間の料金）

●利用券対象者

65歳以上
（昭和23年3月31日までに生まれた方)

●予約申込期間

1月4日(水)から2月10日(金)まで

●販売予定日

各地区で3月中旬以降に販売します。

（後日周知します。）

●問い合わせ先

環境課　10599-66-1154



(12)

広報

南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
開
発
実
行
委
員
会

で
は
、
『
南
伊
勢
町
物
産
展
示
会
』
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
示
会
は
、
南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド

認
定
商
品
を
中
心
に
町
内
で
生
産
加
工

さ
れ
て
い
る
商
品
を
展
示
・
試
食
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

販
路
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
当
日
は
ホ
テ
ル
・
民
宿
や
ス
ー

パ
ー
、
企
業
等
の
方
々
も
招
待
し
て
お

り
、
商
談
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
設
置

し
ま
す
。

南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
開
発
実
行
委
員
会

で
は
、
こ
の
展
示
会
へ
の
出
展
を
希
望

さ
れ
る
方
を
広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、

出
展
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

と
き２

月
19
日
（
日
）

と
こ
ろ

町
民
文
化
会
館
ピ
ロ
テ
ィ

出
展
申
込
み
期
限

１
月
20
日
（
金
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
課
（
商
工
労
働
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
５
０
１

物
産
展
示
会
の

出
展
者
を
募
集
し
ま
す

南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
開
発
実
行
委
員
会

◆◆◆ 南伊勢町　婦人大会開催 ◆◆◆
講演会のほか、婦人会によるアトラクション･作品展示がありますので、皆さまお誘い合

わせのうえお越しください。

と　き 1月22日（日）
●アトラクション　12時45分から
●講演会　　　　　14時から15時30分まで

ところ 町民文化会館
主　催 南伊勢町･南伊勢町教育委員会･南伊勢町婦人会

講演会　　　脱！介護神話
－認知症の父と過ごした日々　あなたと私の笑顔のために－

講　師　　
はるか

洋子
ようこ

氏

問い合わせ先

教育課　　10596-77-0002

プロフィール
大阪府出身。関西を中心にテレビ･ラジ
オを舞台に活躍。社会学を学ぶ過程で考
えたことを痛快なテンポでつづった『東
大で上野千鶴子にケンカを学ぶ』のベス
トセラーをきっかけに、本格的な著作活
動を開始。以降、｢結婚しません｣｢働く女
は敵ばかり｣｢介護と恋愛｣･･･など、フェ
ミニズムという学問を実生活レベルに噛
み砕いて熱く語る著作を続々と出版。
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問い合わせ先

住民課（南勢庁舎）年金係　　10599-66-1116

伊勢年金事務所　国民年金課　10596-27-3602

源泉徴収票が送付されます

厚生年金・国民年金の「老齢年金」など、老齢（退職）を支給事由とする公

的年金は、税法上「雑所得」として所得税の課税対象になります。

このうち、「老齢年金」の額が１０８万円以上（６５歳以上の方は１５８万

円以上）の方については、所得税を源泉徴収することになっています。

日本年金機構では、平成２３年１月から１２月までの間に「老齢年金」を受

け取られている方全員に対して、１月中旬に源泉徴収票を送付いたします。

源泉徴収票は、年金以外に給与収入があり確定申告をするときや、源泉徴収

の還付を受けられるときに添付する必要があります。

もし、源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますので、お近くの年金

事務所や年金相談センターまたは『ねんきんダイヤル』（10570-05-1165）

へご連絡ください。

なお、「障害年金」や「遺族年金」については非課税ですので、源泉徴収票

は送付いたしません。

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

便利・安心・確実な口座振替をご利用ください

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しくて…」、「つい、うっか

り…」といった理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年

金額が減額されたり、受け取ることができなくなったりします。また、万が一

のときの障害基礎年金や遺族基礎年金も受け取ることができなくなる場合があ

ります。

そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすす

めします。

また、口座振替には、当月分保険料を当月末の引き落としとすることにより

月々５０円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６か月前納・

１年前納などがあり、大変おトクです。

※ お申込みの際は、年金事務所・役場住民課年金係・金融機関に置いてある

申出書に必要な事項を記入して、口座振替を希望される金融機関等の窓口に

提出してください。

★くわしくは、年金事務所・役場住民課年金係へお問い合わせください。



(14)

広報

臨
時
保
育
士
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

臨
時
保
育
士
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

臨
時
保
育
士
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

「
南
伊
勢
町
の
保
育
所
で
働
き
た
い
」
と
い
う
方
に
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
臨
時
保
育
士
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
名
簿
登
録
者
に
採
用
の
意

志
確
認
を
行
い
採
用
し
ま
す
。
名
簿
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
覧
の
要
領
に
基
づ
き

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・保育士資格(保育士証)を

お持ちの健康な方

・66歳未満の方

・地方公務員法第16条の

欠格事項に該当しない方

・南伊勢町臨時保育士名簿

登録願書（福祉課にあります）

・保育士証の写し

・随時受付

・福祉課（児童家庭係）

10599-66-1114

登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格登録資格

登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類登録申請に必要な書類

登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間登録申請期間

登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先登録申込先

愛
犬
の
登
録
・
登
録
内
容
の

変
更
届
を
お
忘
れ
な
く

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
狂
犬
病

予
防
法
に
よ
り

①
飼
い
犬
の
登
録

②
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

③
鑑
札
・
注
射
済
票
の
装
着

が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
犬
の
死
亡
等
で
登
録
内
容

に
変
更
の
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
変
更

内
容
を
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
５
４

犬
猫
の
不
妊
手
術
助
成
金
に
つ
い
て

捨
て
犬
お
よ
び
捨
て
猫
の
防
止
・
適

正
な
飼
育
を
目
的
と
し
、
犬
猫
の
不
妊

手
術
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
手
術
を
行
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
60
日

以
内
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
５
４

運転免許証更新のお知らせ
▼とき・ところ

1月12日（木） 受付：10時～10時45分

ふれあいセンターなんとう

1月26日（木） 受付：10時～10時45分

町民文化会館

▼更新手続きに必要なもの

①お知らせハガキ　　②運転免許証

③手数料　　　　　　④写真（3cm×2.4cm）

●くわしくは　伊勢警察署　10596-20-0110

助成額 

犬（雄） 犬（雌） 猫（雄） 猫（雌） 

2,500円 4,000円 2,000円 3,000円 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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コヤマプレゼンツ　 
        ロビーコンサート 

　６回目の新春を迎えたロビーコンサ

ート、本年もどうぞよろしくお願い申

し上げます。新年にふさわしく、琴と

尺八の音色で幕開けです。落ち着いた

和の優雅な世界をお楽しみください。 

南伊勢図書室 

ギャラリーみかんよりお知らせ 

　図書室は毎日開放しています。いつで

も、お気軽にお越しください。 

と　き　1月21日(土)13時30分から 

ところ　2階ロビー特設ステージ 

『第3回  趣味の写真展』 

1月15日（日）から1月27日（金）まで 

写真愛好家9名の写真展です 

ＮＰＯ法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN） 

〒516-0101 　三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　10599-67-1011

町民文化会館便り 町民文化会館便り 町民文化会館便り 

「琴と尺八」 
開館時間　10時から16時まで 

（1月1・2・3日は休館します） 

～切原峠・竜ヶ峠を越え内宮へ～

ふるさと発見と健康づくりハイキング

切原峠・竜ヶ峠を越え、神路山の自然林を楽

しみながら、内宮のそばにあり足腰の病にご利

益のある通称「足神さん」こと宇治神社や、新し

く架けられた宇治橋を渡って内宮に参拝します。

と　き 1月15日（日）

雨天の場合は1月22日（日）に延期

集　合 午前7時30分　切原グラウンド

コース 切原～切原峠～床ノ木～久昌寺（菖

蒲観賞）～竜ヶ峠～仙人下橋～宇治

神社～内宮～

往路14キロ（復路はバス）

持ち物 山歩きの服装・弁当・飲料など

参加費 500円（バス代1,200円は別途必要）

申込締切 1月13日（金）まで

後　援 南伊勢町

宮川流域ルネッサンス協議会

申込み・問い合わせ先

NPO法人　南勢テクテク会事務局

10599-65-3057／1090-7044-3802

みなみいせスポーツネット
からのお知らせ

昨年12月3日の、マラソンランナー谷川真理

さんを南伊勢町にお招きしての陸上イベントは、

大盛況のうちに終了しました。ご協力頂きまし

た皆さま、誠にありがとうございました！

来年もみなみいせスポーツネットでは、たく

さん楽しいイベントを企画しています！私たち

と一緒に南伊勢町をスポーツで盛り上げていき

ましょう！各イベントの詳細は事務局までお問

い合わせください。

①2/18（土）・19（日）（岐阜県高山市久々野町）

スキー・スノボ体験会

②2/26（日）（合歓の郷）

みなみいせスポーツネットデー！

そのほかにも様々なイベントを予定していま

す。くわしくは随時お知らせしていきます。

③3/25（日）（南勢中）

さまざまなスポーツ体験会

問い合わせ先

みなみいせスポーツネット事務局

10599-66-2440
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町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町立南伊勢病院　院長

宮 光一

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
も
町
立
病
院
に
赴
任
い
た
し

ま
し
て
か
ら
、
は
や
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
病
院
職
員
の

確
保
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ぎ
り
ぎ
り
の
運
営

を
強
い
ら
れ
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
に
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き
て
き
た

の
か
不
安
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
は
、
多
少
な
り
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
て
い
る
、
と
密
か
に
自
負
し

な
が
ら
日
々
の
診
療
に
あ
た
っ
て
き
た
期

間
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
院
内
専
用
Ｐ

Ｈ
Ｓ
の
導
入
、
病
院
の
耐
震
化
工
事
の
施

工
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
、
検
査
の
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
化
、
な
ど
病
院
と
し
て
成
長

し
て
き
た
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
一
方

の
医
療
環
境
の
中
で
、
地
域
の
中
で
果
た

す
べ
き
当
院
の
役
割
を
冷
静
に
見
据
え
な

が
ら
運
営
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
何
か
、
当
院
が

担
え
る
こ
と
は
何
か
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
少
し
で
も
ご
期
待
に
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
地
震
や
津
波
な

ど
災
害
時
に
は
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る

か
・
・
・
、
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご

支
援
・
ご
協
力
と
先
生
方
を
は
じ
め
と
す

る
職
員
の
頑
張
り
が
な
け
れ
ば
な
し
得
な

い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
時
代
は
続
く
で
し

ょ
う
が
、
前
向
き
な
気
持
ち
を
失
わ
ず
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
方

に
は
病
院
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
職
員
一
同
を
代

表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

糖尿病教室の
お知らせ

1月19日（木）

午前11時から（昼食付）

【申込み締切】

1月12日（木）まで

申込み・問い合わせ先

町立南伊勢病院

（管理栄養士）

10599-66-0011

講演会開催のお知らせ

からだとこころのＳＯＳ
― 男性更年期医療の現場から ―

こころの健康問題について学び、そしてこれからの人生を楽しく過ごせるこころのもち

方、自分のあり方などたくさんのアドバイスをいただけます。男女問わず多数のご参加を

お待ちしています。

と　　き 平成24年3月4日（日）14時から15時30分まで（13時30分開場）

と こ ろ ふれあいセンターなんとう

講　　師 石藏
いしくら

文信
ふみのぶ

先生

（大阪大学大学院准教授・内科医）

主な著書

●｢女房に捨てられないための中年力｣

（メディカルトリビューン）

●｢パンツの中の健康｣（双葉社）

●｢巨人性うつと阪神性不安｣（双葉社）他

申し込み 会場の収容人員に限りがありますので、事前に電話等でお申し込みください。

※駐車場に限りがあります。ご来場の際はできるだけ公共交通機関をご利用ください。

申し込み・問い合わせ先 福祉課（健康増進係） 10599-66-1114
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◇「Treasure hunter～宝物を探しに～」南高祭2011

11月18日（金）、19日（土）の2日間、南勢校舎の文化祭「南

高祭」が開催されました。初日は、じゃんけん大会と映画鑑賞、

そして、各クラス・クラブの模擬店が行われました。2日目は、舞

台発表として、3－1スライドショー、そして、各クラスの代表に

よるカラオケ大会と、腕相撲大会が行われました。また午後には、有志発表のバンド演奏

で盛り上がりました。この日は、一部公開日だったため、あいにくの雨にも関わらず、多くの地元中学生や本校生

の保護者でにぎわいました。今年の南伊勢高校南勢校舎のテーマは「Treasure hunter̃宝物を探しに̃」と設定さ

れ、みんなが自分の宝といえるような立派な思い出をつくってもらいたいという思いから、このテーマに決まりま

した。各学年、思いは様々でしたが、みんなで頑張りました。

◇進路ガイダンス

11月25日（金）、2年生を対象とした進路ガイダンスが実施されました。これは、これ

から自分の進路を考えていく2学年に就職難を乗り越える力を身に付けさせる取り組みの

一環として行なわれたものです。生徒らは、講師の先生の話を、質問等を交え熱心に聴き

いっていました。

◇郷土の文化に触れる　～鯛の塩釜焼き作り、はんぺん作り、陶芸体験、鯛養
殖の餌やりと漁船クルージング、牡蠣養殖作業体験と牡蠣飯作り～

11月28日（月）、1年生は総合的な学習の時間を活用して「地域の

文化に触れる体験学習」を行いました。1年生は以前より「郷土を知

る」というテーマのもと、南伊勢町の産業や食文化について調べ学習

を進めてきました。その実地体験として、午後からの2時間、地元の

方を講師に実習を行いました。その様子を今月から3回にわたり紹介

します。今月は南勢校舎での「鯛の塩釜焼き作り」「はんぺん作り」

と斎田での「陶芸体験」の写真です。

◇避難訓練

11月30日（水）、化学室からの出火を想定して、校庭へ避難す

る避難訓練と消火訓練を行いました。初期消火訓練の後に、地震

時の避難場所（現代美術館手前）の確認を行いました。生徒らは、

実際に消火器を使用して消火を行い、緊張しながらも真剣に取り

組んでいました。

南勢校舎図書館

☆ケーブルテレビ・ホームページにて南勢校舎図書館の活動を
紹介しています。

月 火 水 木 金
２ ３ ４ ５ ６
× × ◎ △ △
９ 10 11 12 13
× △ △ △ △
16 17 18 19 20
△ △ △ △ △
23 24 25 26 27
△ × △ △ △
30 31
△ △

http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

くわしくは、南勢校舎図書館
（10599-66-0034）まで

1月のこよみ（January）

★南伊勢高校・図書館

開放講座お知らせ★

日時：１月27日(金)

15：30～

図書館にて

「百人一首を楽しもう」

○こよみ
七草（セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、
ホトケノザ、スズナ、スズシロ）の入った
お粥を食べると万病に効くといわれ、正月
でいたんだ胃の疲れを取り、ビタミンを補
給する役目があるといわれます。

○二十四節気
小寒―６日　寒の入り
大寒―２１日　１年で１番寒い日
昔はイタチの妖怪の仕業といわれました。

◇図書館開放日のお知らせ　１月南勢校舎図書館 ※地域の皆様に利用して頂くよう図書館を開放しています。

〔開放時間帯〕 ◎13:00-17:00 ○15:40-17:00 △09:00-17:00 ×開放日でない
開館日は会議等で変更することがあります。ご了承ください。

事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
事務室からのお知らせ
・ひまわりの種を無料配布します。お気軽に声をお掛けください。小山・柴原
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〜
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
へ
〜

裁
判
所
で
行
う
手
続
に
は
訴
訟

の
ほ
か
に
、
裁
判
官
や
調
停
委
員

の
立
会
い
の
も
と
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解

決
す
る
「
民
事
調
停
」
と
い
う
手

続
が
あ
り
ま
す
。
民
事
調
停
に
は
、

次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

■
訴
訟
に
比
べ
、
申
立
て
が
簡
単

で
申
立
手
数
料
も
低
額

■
手
続
は
非
公
開

■
成
立
し
た
合
意
の
内
容
を
記
載

し
た
調
停
書
等
に
よ
り
強
制
執

行
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る民
事
調
停
に
関
す
る
情
報
は
裁

判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.c
o
u
r
ts
.g
o
.jp

）
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

津
簡
易
裁
判
所
民
事
調
停
係

1
０
５
９-

２
２
６-

４
６
１
４

個
人
の
方
が
東
日
本
大
震
災
に

係
る
寄
附
金
・
義
援
金
等
を
支
出

し
た
と
き
に
は
、
そ
の
寄
附
金
等

が
特
定
寄
附
金
（
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
や
財

務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
な
ど
）

に
該
当
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

伊
勢
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て
の
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
確

定
申
告
書
の
作
成
は
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
行
い
ま
す
。

日
　
時

２
月
１
日
（
水
）

９
時
30
分
〜
12
時

13
時
〜
16
時

場
　
所

南
島
庁
舎
２
階
会
議
室

日
　
時

２
月
３
日
（
金
）

９
時
30
分
〜
12
時

13
時
〜
16
時

場
　
所

南
勢
庁
舎
３
階
会
議
室

対
象
者

平
成
23
年
分
の
収
入
が

年
末
調
整
済
の
給
与
の
み
の
方
で

平
成
23
年
中
に
２
千
円
を
超
え
る

特
定
寄
附
金
の
支
払
い
が
あ
る
方

必
要
書
類

①
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
　
②
寄
附
金
の
支
払
先
、
支

払
額
の
分
か
る
領
収
書
や
受
領
書
な

ど
　
③
還
付
金
を
受
け
取
る
口
座
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
　
④
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
税
務
署

1
０
５
９
６-

２
８-

３
１
９
１

心
の
病
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

話
し
相
手
が
欲
し
い
方
、
昼
間
お

時
間
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

南
勢
地
区

と
　
き

１
月
５
日
（
木
）

13
時
か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ

南
伊
勢
町
福
祉
健
康
ラ
ン
ド

２
階
会
議
室

南
島
地
区

と
　
き

１
月
19
日
（
木
）

13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う

２
階
会
議
室

対
　
象

地
域
に
お
住
ま
い
の

精
神
障
が
い
者
の
方

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
ふ
る
さ
と
会

1
０
５
９
６-

２
０-

８
２
０
４

平
成
23
年
６
月
に
児
童
虐
待
を

防
ぎ
、
児
童
の
権
利
や
利
益
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
民
法
等
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
親
権
停
止
制
度
の
創
設

父
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
難

し
い
こ
と
や
適
当
で
な
い
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
の
利
益
を
損
な
う

場
合
に
、
２
年
以
内
の
期
間
に
限

っ
て
親
権
を
停
止
す
る
制
度
で
す
。

子
の
親
族
・
検
察
官
・
児
童
相
談

所
長
の
ほ
か
、
子
自
身
や
未
成
年

後
見
人
・
未
成
年
後
見
監
督
人
が

親
権
の
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
未
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し

未
成
年
後
見
人
は
複
数
で
も
よ

い
こ
と
、
法
人
を
未
成
年
後
見
人

に
し
て
も
よ
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

●
離
婚
後
の
子
の
監
護
に
関
す
る

事
項
も
一
部
改
正

父
母
が
離
婚
を
す
る
と
き
は
、

離
婚
後
の
子
の
監
護
に
つ
い
て
、

面
会
交
流
や
養
育
費
の
分
担
が
必

要
事
項
と
し
て
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

津
家
庭
裁
判
所

1
０
５
９-

２
２
６-

４
１
７
１

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。
全
科
履
修

生
と
し
て
４
年
以
上
在
学
し
、
所

定
の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
学
士

（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
入
学
の
・
全
科

履
修
生
・
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
学
試
験

あ
り
ま
せ
ん

入
学
資
格

●
大
学
卒
業
を
目
的
と
す
る
全
科

履
修
生

18
歳
以
上
で
高
等
学
校
卒
業
ま

た
は
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方

●
１
年
間
在
学
し
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ
選
科
履
修
生

15
歳
以
上
の
方

●
半
年
間
在
学
し
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ
科
目
履
修
生

15
歳
以
上
の
方

学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
放
送
授
業
を

視
聴
す
る
な
ど

募
集
期
間

２
月
29
日
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

1
０
５
９-

２
３
３-

１
１
７
０

お
知
ら
せ
広
場

民
法
等
の
一
部
改
正

〜
児
童
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に
〜

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
の

所
得
税(

寄
附
金
控
除)

の

事
前
説
明
会
の
ご
案
内

民
事
調
停
で

円
満
な
解
決
を
！

放
送
大
学
学
生
募
集

心
の
サ
ロ
ン
「
ほ
の
ぼ
の
」
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平成24年1月

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記「たいみー」たび日記
秋は、町内のおまつりや保育園のお友達に会いに行ったり、大忙しの「たいみー」でした。

園児のみんなが「たいみー」のぬり絵をぬってくれて「わくドキ南伊勢」で展示されたよ。

2012年も南伊勢町のPRを一生懸命がんばるので、「たいみー」の応援よろしくね☆

11月11日（火）保育園訪問 船越園・神原園
11月12日（水）保育園訪問 宿田曽園
11月14日（金）保育園訪問 穂原園・南海園
11月15日（土）地域ブランドサミット 松阪市
11月16日（日）出逢い交流事業「海ぼうず　射止め旅」 町内各所
11月18日（火）子ども虐待防止メッセージ伝達式 役場南勢庁舎
11月10日（木）防火パレード 五ヶ所浦
11月12日（土）宿田曽港まつり 宿田曽地区
11月13日（日）わくドキ南伊勢 町民文化会館
11月20日（日）五ヶ所神社秋季大祭 五ヶ所浦
11月23日（祝・水）神原神祭 神原地区
11月26日（土）みえひとつ祭 津市

新
庁
舎
の
所
在
地

〒
５
１
６-

８
５
６
６

三
重
県
伊
勢
市
勢
田
町
６
２
８-

２

1
０
５
９
６-

２
７-

５
１
１
１
（
代
表
）

※
電
話
番
号
は
現
行
ど
お
り

至  外宮 

御
木
本
道
路 

県庁舎前 県庁舎前 

至  内宮 

伊勢地区 

医師会館 

現庁舎 

　新庁舎 
（H23.12.26から） 

会議棟 

【案内図】 

※外来駐車場は、ご迷惑をおかけしま 
　すが、しばらくの間現庁舎の駐車場 
　を御使用ください。 

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
伊
勢
庁
舎
は
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
、

現
在
す
べ
て
の
業
務
を
新
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

伊
勢
庁
舎
　
新
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
県
民
セ
ン
タ
ー

総
務
・
生
活
課

1
０
５
９
６-

２
７-

５
１
１
１

事務所 

・県民センター　・美し国おこし三重 

・宮川流域ルネッサンス協議会 

・建設事務所 

・農林水産商工環境事務所 

・県税事務所　・出納局（松阪・伊勢担当） 

・旅券コーナー　・保健福祉事務所（福祉・衛生業務） 

・児童相談所 

・保健福祉事務所（保健所業務） 

階 

 
４階
 

３階 

２階 

 
１階
 

２階 

１階 

 

 

 

本　　館 

 

 

 

 
別　　館 

※多目的トイレは各階にあります。 

※各事務所の直通番号や内線番号など、電話番号につきましては変更ありません。 
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「
か
え
で
」・「
海
の
子
」

交
流
み
か
ん
狩
り

12
月
６
日
、
五
ヶ
所
浦
の
就
労

継
続
支
援
事
業
所
『
か
え
で
作
業

所
』
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
鳥
羽
市

の
作
業
所
『
海
の
子
』
の
メ
ン
バ

ー
ら
と
、
み
か
ん
狩
り
を
行
い
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

か
え
で
作
業
所
で
は
、
年
２
回

海
の
子
と
交
流
会
の
機
会
を
持
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
船
越
地
区
の
み
か

ん
農
家
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

参
加
者
ら
は
龍
仙
山
か
ら
五
ヶ
所

湾
を
望
み
な
が
ら
の
み
か
ん
狩
り

を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

剣
道
の
開
祖
を
記
念
し
た

剣
道
大
会
開
催

12
月
３
日
、
愛
洲
の
館
で
『
第

15
回
愛あ

い

洲す

移い

香こ
う

斎さ
い

杯
少
年
剣
道
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
剣
道
の
源
流

「
影
流
」
の
開
祖
、
愛あ
い

洲す

移い

香こ
う

斎さ
い

を
記
念
し
て
、
少
年
剣
士
の
将
来

に
期
待
を
寄
せ
て
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
地
元
五
ヶ

所
浦
の
愛
洲
道
場
を
は
じ
め
、
近

隣
市
町
の
剣
道
場
な
ど
の
14
団
体

が
参
加
し
て
、
団
体
・
個
人
戦
で

活
気
あ
ふ
れ
る
試
合
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

今
回
は
第
15
回
と
い
う
節
目
の

大
会
で
あ
る
た
め
、
特
別
賞
と
し

て
優
秀
選
手
賞
と
敢
闘
賞
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
地
元
愛
洲

道
場
か
ら
は
・
山
本

や
ま
も
と

龍
生

た

つ

き

さ
ん
が

敢
闘
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
ほ
か
の

町
内
一
斉
　
防
災
訓
練

12
月
４
日
、
町
内
で
一
斉
に
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
昨
年
３
月
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
・
津
波
の
被
害
状
況
を
受
け
て
、

従
来
の
一
次
避
難
場
所
と
避
難
ル

ー
ト
の
見
直
し
後
に
、
初
め
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し
た
町
民

ら
は
、
避
難
場
所
や
ル
ー
ト
に
お

い
て
危
険
な
箇
所
な
ど
を
一
つ
ひ

と
つ
確
認
し
な
が
ら
、
訓
練
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
避
難
訓
練
後
は
、

独
自
に
放
水
訓
練
や
消
火
器
の
取

扱
い
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
区
も

あ
り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

優
勝
（
敬
称
略
）

・
団
　
体
　
　
伊
勢
武
道
館

・
個
人
戦

男
子
　
竹
内

た
け
う
ち

大
登

ひ

ろ

と

（
伊
勢
武
道
館
）

女
子
　
安
井

や

す

い

梓
あ
ず
さ

（
伊
勢
武
道
館
）

愛
洲
の
館

歳
末
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
４
日
、
愛
洲
の
館
で
『
愛

洲
の
館
歳
末
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開

催
さ
れ
、
県
内
を
中
心
に
活
躍
す

る
バ
ン
ド
２
組
が
70
年
代
ロ
ッ
ク

や
ポ
ッ
プ
ス
、
カ
ン
ト
リ
ー
ソ
ン

グ
な
ど
を
中
心
と
し
た
名
曲
の

数
々
を
演
奏
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

消
防
団
が

冬
季
訓
練
を
実
施

11
月
15
・
17
・
18
日
、
南
伊
勢

町
消
防
団
は
冬
季
の
夜
間
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
志
摩
広
域
消
防

組
合
南
勢
分
署
と
紀
勢
地
区
広
域

消
防
組
合
南
島
分
署
の
指
導
の
も

と
、
消
防
団
員
と
し
て
の
士
気
の

高
揚
と
、
消
防
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
も
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火

災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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南
伊
勢
町
体
育
指
導
委
員
が

優
良
団
体
を
受
賞

11
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
を
元
気

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
が
一
堂
に
会
し
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
目
指
す
方

向
や
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
に

つ
い
て
研
究
協
議
す
る
『
第
52
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会
　
東
京
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
東
京
体
育
館
に

は
約
４
、
０
０
０
人
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
集
ま
り
、
表
彰
式
や

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
南
伊
勢
町
体
育
指

導
委
員
が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
、
地
域

住
民
の
健
康
・
体
力
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

全
国
体
育
指
導
委
員
優
良
団
体
受
賞

南
伊
勢
町
体
育
指
導
委
員

第
30
回
全
国
児
童
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
選

全
国
で
51
万
４
、
０
７
０
点
の

応
募
が
あ
っ
た
『
全
国
児
童
画
コ

ン
ク
ー
ル
』
で
、
宿
田
曽
園
の

久
保
く

ぼ

大
和

や

ま

と

く
ん
が
、
上
位
入
選
し

ま
し
た
。

久
保
く
ん
は
、
文
部
科
学
大
臣

賞
（
２
点
）、
最
優
秀
賞
（
３
点
）、

毎
日
新
聞
賞
（
４
点
）
、
毎
日
小

学
生
新
聞
賞
（
２
点
）
に
次
い
で

６
名
に
贈
ら
れ
る
『
日
本
児
童
画

振
興
会
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
そ
の
ほ
か
優
秀
賞
１
、９
８
２
点
、

入
選
１
３
、３
８
０
点
）

日
本
児
童
画
振
興
会
賞

宿
田
曽
保
育
園

久
保
く

ぼ

大
和

や

ま

と

く
ん

台
北
国
際
野
球
大
会
に

中
学
生
が
出
場

中
学
生
硬
式
野
球
チ
ー
ム
の
東

海
・
愛
知
選
抜
と
し
て
、
南
島
西

中
学
校
（
海
山
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
所

属
）
の
西
岡

に
し
お
か

武
蔵

む

さ

し

さ
ん
が
台
湾
の

台
北
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

西
岡
さ
ん
は
11
月
24
日
、
町
長

を
表
敬
訪
問
し
、
「
自
信
の
あ
る

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
少
し
で
も
チ

ー
ム
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
。
」
と
、
２
０
１
１
年
末

に
開
催
さ
れ
た
大
会
へ
の
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

台
北
国
際
野
球
大
会
出
場

南
島
西
中
学
校

西
岡

に
し
お
か

武
蔵

む

さ

し

さ
ん

知
事
と
町
長
が

一
対
一
対
談

鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事

が
県
内
の
各
市
町
を
訪
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
議

論
を
行
う
『
知
事
と
市
町

長
と
の
一
対
一
対
談
』
が
、

12
月
17
日
、
町
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
小
山
町
長
は
、

知
事
を
国
道
260
号
木
谷
工

区
の
現
場
へ
案
内
し
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

ま
た
、
場
所
を
役
場
南

勢
庁
舎
に
移
し
て
の
意
見

交
換
で
は
、
南
伊
勢
町
に

と
っ
て
の
国
道
260
号
の
重

要
性
を
話
し
た
ほ
か
、
若

者
定
住
対
策
や
医
師
等
の

確
保
、
農
林
水
産
業
の
振

興
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

東日本大震災義援金にご協力いただきありがとうございました
これまでに南伊勢町でお預かりしました義援金の総額は、14,424,245円（12月6日現在）
となりました。引き続きご協力をお願いいたします。

《募金箱の設置場所》
役場南勢庁舎・南島庁舎・中島出張所・鵜倉出張所・
島津出張所・宿田曽出張所

（町を通してご支援頂いた方々） ・南伊勢町文化協会　南勢支部

その他、匿名で義援金お寄せいただいた方、各地区や団体、学校などで義援金を集めてい
ただいた方、多くの方々のお気持ちに感謝し、厚くお礼申し上げます。
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CALENDAR 
2012

1

日 

1 

8 

15 

22 

29

月 

2 

9 

16 

23 

30

火 

3 

10 

17 

24 

31

水 

4 

11 

18 

25

木 

5 

12 

19 

26

金 

6 

13 

20 

27

土 

7 

14 

21 

28

福祉課事業

問い合わせ先 福祉課（健康増進係）10599-66-1114

毎週月曜日　17：15～19：00

1月（16日・23日・30日） ＊9日は祝日のため閉庁します。

※窓口に来られた方の本人確認のため、ご本人であることを確認できる書類（運転免許証、健康保

険証など）の提示をお願いしていますので、お忘れなくお持ちください。

ご利用ください　窓口業務の時間延長

課名 業務

南勢庁舎　住民課

南勢庁舎　税務課 ◇ 証明書の交付に関する業務

南島庁舎　総合窓口

乳幼児健康相談 

1歳6か月・ 

3歳6か月児健診 
12日（木）

 

 

26日（木） 

31日（火） 

12：30～13：00 
 

10：00～11：30 

09：30～11：30

ふれあいセンターなんとう 
 

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

1歳6か月児対象：平成22年5月1日～平成22年6月30日生まれ 

3歳6か月児対象：平成20年5月1日～平成20年6月30日生まれ 

乳幼児 

乳幼児関係 

事　業 1月 受付時間 実施場所 対象者 

こころの健康相談 

成人健康相談 
成人健康相談をご希望の方は、福祉課健康増進係 

（0599-66-1114）までご予約をお願いします。 

※予約制となっていますので、伊勢保健福祉事務所 

　地域保健課（0596-27-5148）までお電話ください。 

成人関係 

事　業 1月 受付時間 実施場所 備　考 

依存症問題 

家族教室 
20日（金） 三重県津庁舎 

※1歳6か月・3歳6か月児健診については、生活カレンダーに記載されている日程（19日  木曜日）から変更していますのでご注意ください。 

ご希望の方は三重県こころの健康センター 

（059-223-5243）までお申し込みください。 

依存症問題等で 

悩んでいるご家族 

わかちあい 

の会 
28日（土） 三重県津庁舎 

ご希望の方は三重県こころの健康センター 

（059-253-7821）までお申し込みください。 

ご家族を自死で 

亡くされた方 

精神事業関係 

事　業 1月 対象者 実施場所 備　考 

26日（木） 

31日（火） 

26日（木） 

13：00～14：00 

13：00～14：00

13：00～15：00

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

志摩庁舎(衛生教育室)
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子育て支援事業
問い合わせ先 1 0596-72-1014 (子育て支援センター)

1 0599-66-0015 (南勢サロン)

事 　業 1月 時　間 実施場所 

南勢サロン 
 

宿浦シルバーセンター 

南勢サロン 

子育て支援センター 

ふれあいセンターなんとう 

子育て支援センター 

10：00～11：30 

 
10：00～11：30 

10：30～11：00 

11：30～12：00 

10：30～11：30 

 

18日（水） 

25日（水） 

27日（金） 

11日（水） 

24日（火） 

12日（木） 

24日（火） 

親子ふれあい広場（お正月あそび・誕生会） 

親子ふれあい広場（楽しくあそぼう)    

宿出前広場(楽しくあそぼう)
 

絵本の読み聞かせ会 

お正月あそび 

いっしょに遊ぼう1、2、3

ドルフィン 

クラブ 

 

戸籍の窓  

うぶごえ

東　　琉
るい

翔
と

（泰輝）方座浦

山本　哲平
てっぺい

（卓矢）木谷

小山　実優
み ゆ

（将彦）五ヶ所浦

おくやみ

東　　とみの（104）泉

世古　雅　　（84）中津浜浦

中村　元行　（83）礫浦

中村　葉末　（96）礫浦

山本　直子　（90）奈屋浦

山本　義男　（93）田曽浦

南　　弘子　（77）古和浦

森　　陽　　（80）阿曽浦

守田　三枝子（68）村山

亀井　一豊　（82）阿曽浦

山本　正和　（82）河内

向井　渉　　（72）慥柄浦

片山　嘉三　（92）宿浦

（掲載の同意を得た方）

（11月届出分／敬称略）

◆ 掲載を希望される方は、届出時に
窓口でお申し出ください。
また、町外へ届出され、掲載を希

望される方もご連絡ください。
（行政経営課10599-66-1366）

消費生活相談
問い合わせ先　観光商工課（商工労働係）1 0599-66-1501

相談日 時　間 場　　所 

役場　南島庁舎 

役場　南勢庁舎 

10：00～12：00  

14：00～16：00 

※上記時間内であれば、電話での相談も受付けます。 

18日（水） 

商品購入やサービスの利用など
のトラブルや困ったこと、知り
たいことなどお気軽にご相談く
ださい。（秘密厳守） 

18日（水） 
役場や支援センターに来る 

ことができない高齢者の方 
島津地区 

事　業 1月 実施地区 対象者 

障がい者（児） 

巡回相談 

高齢者巡回相談 

05日（木） 

19日（木） 
10：00～16：00

役場　南勢庁舎 

役場　南島庁舎 

事　業 1月 時　間 実施場所 

予約先　南伊勢町地域包括支援センター（社協内）1 0599-66-1211
巡回相談（無料・要予約）

予約先　三重済美学院「ブレス」1 0596-20-6525 ／福祉課 1 0599-66-1114

町
で
は
、
国
勢
調
査
な
ど
の
様
々

な
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し
て
従
事

し
て
い
た
だ
く
方
（
統
計
調
査
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
仕
事
は
？

・
町
が
開
催
す
る
説
明
会
へ
の
出
席

・
担
当
調
査
区
と
対
象
の
確
認

・
調
査
票
の
配
布（
説
明
）と
記
入
依
頼

・
調
査
票
の
回
収
と
検
査

・
調
査
票
の
提
出
　
な
ど

報
酬
は
？

国
の
基
準
に
よ
り
、
１
調
査
に
つ

き
お
お
む
ね
２
万
〜
５
万
円
程
度

応
募
資
格
は
？

・
町
内
に
在
住
の
満
20
歳
以
上
65
歳

未
満
で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
方

・
警
察
・
選
挙
・
税
務
な
ど
に
関
わ

り
の
な
い
方

募
集
期
間

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

◆
調
査
員
と
し
て
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
経
営
課
（
統
計
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
３
６
６

登
録
統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
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広報

今月は鶏手羽のピリ辛煮をご紹介します。よく熟したキムチにはヨーグルトよりもっと多い乳酸菌が
含まれています。この乳酸菌は特に、内臓腸によく、抗菌作用が優れていると言われています。

・ 鶏手羽中 １２本

・ キムチの素 大さじ２

・ 酒 １/２カップ

・ 砂糖 大さじ１弱

・ しょうゆ 大さじ２

材　料　４人分

作り方

①　鍋に手羽中、水１/２カップと分量の酒を入れる

②　砂糖、しょうゆを加え、キムチの素を加える。

③　ふたをしないで、中火にかけて煮る。煮汁がなくなったら、焦げないように、時々鍋をゆすり煮汁

が肉にまんべんなくからみ、つやがでてくるまで煮る。

食生活改善推進協議会は、各地区で「食」を通した健康づくりを広める活動をしています。

その一環として、皆さまの健康を考えるレシピを紹介させていただきます。

いきいき健康レシピ いきいき健康レシピ 
南伊勢町食生活改善推進協議会

◆ 鶏手羽のピリ辛煮 ◆

毎月、ふれあいセンターなんとうと町民文化会館で健康レシピの教室を開催しています。ぜひ、ご参加ください。

くわしくは、福祉課（10599-66-1114）まで

南伊勢ブランド認定商品
紹介コーナー

熊野灘において獲られたもので、南伊勢

町の漁港に水揚げされた400ｇ～800ｇの伊

勢海老です。このサイズの物は縁起物とし

て使われることも多く、漁獲量もきわめて

少なくなっています。

南伊勢町産 大伊勢海老商品名

羽根
は ね

誠人
なり と

くん（平成22年12月生まれ）

はじめまして、なりとです。おにいちゃんたち、

だーいすきQ小学校や保育園から帰ってくるとうれ

しくて、上手に歩いて玄関までお迎えに行くよ。早

く一緒に走り回れるようになりたいな!!

船越（ご両親は、正記さん・果絵さん）

一人あたり292キロカロリー


